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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）

＜連絡事項＞

・佐々木AOMより、回覧タイトル・添付ファイル・種別について、誤りがあると正しくデータ保存ができない為、事前の確認を忘れないようにとのこと。また、必ずコメント確認のこと。

・接遇委員会～満足度アンケート実施お願いします。患者様については今週木曜日に、家族様については都度記入していただくようお願い致します。

・各受け持ち患者様の履物を、移動に適したものなのか再確認し、転倒や事故防止に努めていく。

＜患者様連絡事項＞

・上野　康弘様～食事大盛りの希望あり、主治医が金曜日まで不在の為、田名部Dｒより許可頂き、本日昼から主食常食→大盛りに変更となっている。

・山田　吉夫様～9/12,14デイケア体験利用の為、11:00～16:00(昼食込み)の外出許可を主治医より頂いている。

　　　　　　　　明日からエンシュアリキッド→MA-8へ変更。

・中森みや子様～次回室岡整形外科受診予定は9/18（火）となっており、主治医より9:00

～12:00で外出許可頂いている。

・藤井　博様～9/12 19:00～21:00、AA参加の為、外出許可を主治医より頂いている。

・坂　貢様～定期薬レボトミン(5)→(25)へ変更。その他、前回と同内容処方。

・坂本　のり子様～定期薬パキシル(10)→パロキセチンへ変更。その他、前回と同内容処方。

・藤井　純子様～定期薬バレリン(200)6T→4Tへ変更。その他、前回と同内容処方。

・久保　興介様～「セロクエルを飲むとイライラする」との訴えあり、本日夕から前回と同内容6日分処方となっている。

・中村　寿昭様～臨時薬前回と同内容7日分処方。

　　　　　　　　9/18 10:00～13:00買い物への外出、主治医より許可となっている。

・後藤　昭雄様～腰痛の為、アスモロール200g処方。

・中森　みや子様～膝痛の為、ナパゲルン軟膏1本処方。　
＜皮膚科＞

・中居　松男様～上肢、急性湿疹の診断で、デルモゾールG軟膏塗布の指示。

・後藤　昭雄様～ケルガー錠7日分処方。

＜要注目患者様ケース検討＞

・中森　みや子様～食事は病棟で摂取していたが、本日夕から「レストランで食べる」と話されている為、移動時は履物や歩行に注意していく。日課に関しては、「出来ない」等と依存的発言聞かれる為、ADLが低下しないような介入・介助を行っていく。

・坂　　貢　様～歩行時のふらつき無く、プログラムに拒否なく参加されている。易怒的となることや、異常体験に左右された発言は見られていない。引き続き、訴え時は傾聴し、妄想に左右された言動によるトラブルがないよう見守り・介入を行っていく。

・栗谷川　慎平様～日課やプログラムに拒否なく取り組まれている。自らの訴えない為、こちらから話し掛けを行っていく。

・上野　康弘様～本日から再飲酒についての振り返りを行っていく。体調不良の訴えなく、主食を大盛りに変更し、摂取している。自らの訴えない為、こちらから話し掛けを行っていく。

＜病棟事業報告＞

医療廃棄：服薬のダブルチェックを忘れずにしてください。

　　　　　感染BOXの仕分けをきちんと実施のこと。

＜事故振り返りミーティング＞

9/9中森　みや子様右上腕骨頚部骨折について（別紙参照）

＜転入患者様＞

中村　るみ子様　(38)

主たる精神障害：統合失調症

従たる精神障害：軽度精神遅滞

合併症：高血圧症

入院形態：任意入院

主治医：田名部Ｄｒ
H23.4.23退院後は、当院への通院(1～2回/月)。知的障害者通所授産施設「フレンドリーもくもっく」の利用を継続。対人関係や苛々感を訴えることがあり。情動が不安定となっていた。

H24年3月に入り、服用方法守れず、薬の数を夜遅くまで数えつづけるなどの奇異行動が出現。家族から行動を指摘されと不穏を呈し泣き叫ぶなどの行動あり。症状及び情動の安定化を目的として、平成24年8月15日当院4回目の入院。
入院後、持ち物の確認行為があったが、興奮や不穏となることなく経過。夜間、寝つきが悪い事やイライラする時に頓服薬を希望し、服用後は落ち着く事できている。薬に対する依存もあるため、頓服薬はできるだけ待ってから服用するよう指導。イライラを訴えることはあるが、すぐに屯服薬は使用しなくても落ち着く事ができるようになっている。幻聴などの精神病症状はみられていない。現在も気分の不安定となる事もあるが、頓服薬服用せずに自己コントロールできるようになっている。今後は家族より自宅退院も可能と昨日の面会にて確認している。
買い物カードなし（差し入れのみ）　　

洗濯洗剤は家族へ依頼中

タバコ（6/日）・菓子は詰所預かり

